
東日本大震災復興支援
チャリティーコンサート at カワイ表参道

ベートーヴェン     L.v.Beethoven
          ソナタ  第14番  嬰ハ短調  作品27-2  「月光」
　　　　  Sonate für Klavier cis-moll  Op.27-2 ”Mondschein”
ショパン       F.Chopin
          幻想ポロネーズ  変イ長調  作品61     Polonaise-Fantaisie As-dur Op.61

撮影：西沢宏之

遠藤　郁子
　   Ikuko Endo

オフィシャルブログ　http://yaplog.jp/endou_ikuko/

ショパン     F.Chopin
         ノクターン 遺作  嬰ハ短調                    Nocturne cis-moll  Op.Posth.
　　幻想即興曲  嬰ハ短調  作品66         Fantasie-Impromptu cis-moll Op.66
　　即興曲  第3番  変ト長調  作品51   Impromptu Ges-dur Op.51
　　舟歌  嬰へ長調  作品60  　　　　   Barcarolle Fis-dur Op.60

伊藤　めぐみ
　   Megumi Ito

オフィシャルサイト　http://www.d3.dion.ne.jp/~megu271/

チャイコフスキー     P.I.Tchaikovsky
        ドゥムカ  ハ短調  作品59     Dumka c-moll Op.59
リスト     F.Liszt
         愛の夢  第3番      Nocturne Nr.3 As dur “Liebesträume”
ショパン     F.Chopin
         ポロネーズ第6番  変イ長調  作品53 「英雄」
                    Polonaise  As-dur Op.53 “Héroïque”

須関　裕子
　   Hiroko Suseki

オフィシャルブログ　http://ameblo.jp/hirorinpo/

桐朋女子高等学校音楽科２年在学中の ‘01 年、第２回チェルニ＝ステファンスカ
国際ピアノコンクールにて第１位、併せてステファンスカ賞、遠藤郁子賞受賞。
翌年、クラクフ、ショパンの生家などポーランド各地でリサイタルを行う。
ＮＨＫ－ＦＭ「名曲リサイタル」に出演。
‘05 年ドイツで行われた第３回国際室内楽アカデミーにてグランプリを受賞。
‘07 年桐朋学園大学音楽学部卒業、‘09 年同研究科を首席修了。
ソロ活動のほか、アンサンブル奏者として国内外の多くの演奏家と共演している。
桐朋女子高等学校および桐朋学園大学非常勤講師（ナンバリズミック）。

Program

Program

Program

Profile

Profile

Profile

東京藝術大学ピアノ科卒後、ポーランドに渡る。ポーランド国立ワルシャワ・ショパン音楽院卒業。
‘95 年ゲッティンゲン・ショパン国際ピアノコンクール第 3位。‘96 年フンメル国際ピアノコンクール第 3位入賞。
古典から近代まで幅広いレパートリーを持ち、日本人ならではの「間合い」を生かした演奏スタイルに定評がある。
第 50 回ドゥシニキ国際ショパンフェスティバル、ジェラゾヴァ・ヴォラ（ショパンの生家）などで、
高い評価を得る。東京オペラシティ・音楽の友ホール・サントリーホール・東京文化会館、他で
ショパンチクルスを展開中。ショパンの「熱い心」を表現できる数少ない演奏家との評価を受けている。
‘06 年にワルシャワでの演奏会で成功を収めた。 CD の収録も行っており、国内有名各誌で高評を得ている。

3才より母の遠藤道子にピアノの手ほどきをうけ、後に高折宮次、井口秋子の両氏に師事。芸大一年生のとき、安宅賞を受賞。
第 7回ショパン国際コンクールに参加。ポーランド批評家連盟より特別銀賞を受賞。
世界的なショパン演奏家、ハリーナ・チェルニー・ステファンスカ、及び御夫君のルドビク・ステファンスキ教授の招きで、
同氏の内弟子となって研鑽をつむ。ワルシャワフィルハーモニーにおけるショパン命日記念リサイタル、各地のフェスティバル
TV・ラジオ出演など、演奏活動のスタートを切る。’ 74 年からパリに在住。世界各地で演奏活動を行う。
レコード及び CDは、ショパンのポロネーズ全曲・マズルカ全曲・ソナタ全曲・バラード全曲・25 のプレリュード全曲、
ノクターン集、及びベートーヴェンソナタ集他が、ビクターエンタテインメント及び、日本コロムビアからリリースされている。
海竜社から出された二冊のエッセイ集「いのちの声」と「いのちの響き」は、苦しみを負った人びとから、
静かに長く読みつがれている。彼女の演奏や CDが、様々な方に生きる力をもたらしたことから「奇跡のピアニスト」
「癒しのピアニスト」と呼ばれ、ハンディキャップを背負った人々への支援にも、社会的活動としての日々を送っている。

4 月 23日（土）　１２：００～１３：３０
                                               会　場 : カワイ表参道コンサートサロン「パウゼ」
　　　　　　　　　　　　　　  　入場料 : 1,000 円
                                               お問合せ先 : カワイ表参道　Tel 03-3409-2511


